
Wiiリモコン
拡張コントローラ

クラシックコントローラ

このたびは任天堂「クラシックコントローラ」をお買い上げいただきまして、誠にありがとうござ

います。ご使用になる前にこの「取扱説明書」をよくお読みいただき、正しい使用方法でご愛用

ください。とくに「安全に使用していただくために…」は、お使いになる方の健康、および機器の

保護のために説明している部分ですので、必ずご覧ください。お使いになる方が小さなお子様

の場合は、保護者の方がよく読んでご説明ください。なお、「取扱説明書」は、大切に保管して、

いつでも見られるようにしてください。

※「Wii本体取扱説明書」「Wiiリモコン取扱説明書」と併せてお読みください。

RVL-A-R-JPN-2RVL-005

Wiiリモコンに取り付けたクラシックコントローラを振り回したり、首にかけたりしないでください。

事故やけがの原因となります。

小さなお子様がケーブルなどで遊ばないように注意してください。首に巻きつけたり、引っ張って製品

が落ちるなどして、けがをすることがあります。

ケーブルに使用している結束バンドは、小さなお子様が誤って飲み込まないように、各自治体の指示

に従って直ちに廃棄してください。

使用中にめまい・吐き気・疲労感・乗物酔いに似た症状などを感じたり、目や手・腕に疲労、不快や

痛みを感じたときは、直ちに使用を中止してください。その後も不快感が続いている場合は医師

の診察を受けてください。それを怠った場合、長期にわたる障害を引き起こす可能性があります。

他の要因により、手や腕など身体の一部に障害が認められたり、疲れている場合は、ゲームなどの

操作をすることによって、症状が悪化する可能性があります。そのような場合は、使用する前に医師

に相談してください。

使用中に、手や腕など、身体に疲れを感じたら、必ず休憩をとってください。もし身体に痛みや不快感

が続くようであれば、直ちに使用を中止し、医師の診察を受けてください。

クラシックコントローラはWiiリモコンの外部拡張コネクタにつな

げて使用する「Wiiリモコン拡張コントローラ」です。 

※クラシックコントローラ単体では動作しません。

クラシックコントローラ対応ソフトで使用できます。クラシックコン

トローラ対応ソフトにはパッケージ裏面にクラシックコントローラ

対応マーク(            　        )が付いています。

液体（水やジュース、ペットの尿など）で濡れたり、異物が入ったクラシックコントローラを使用しないで

ください。感電や故障の原因となります。

クラッシックコントローラは、プラスチックや金属部品などで構成されています。燃やすと危険ですの

で、廃棄する場合は各自治体の指示に従ってください。

Lスティック、Rスティックを操作する場合、手のひらなどの皮膚の弱い部分で力を入れて操作すること

は避けてください。皮膚を痛めることがあります。

プラグを指や金属で触らないでください。けがや故障の原因となります。

取扱説明書

セット内容

本セットには次のものが入っています。ご確認ください。

クラシックコントローラ［RVL-005］‥‥　　　 1個
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使用上のご注意

安全に使用していただくために… （必ずお読みください）

健康上のご注意

警告

警告

警告

注意

●

●

●

●

●

●

物を当てたり、落とすなど、強い衝撃を与えないでください。故障の原因となります。

Wiiリモコンに接続するときは、差し込む向きを確認し、カチッと音がするまで差し込んでください。

Wiiリモコン以外に接続しないでください。故障の原因となります。

ケーブルを踏んだり強く曲げたり、引っ張ったりしないでください。故障の原因となります。

Lスティック、Rスティックを乱暴に操作すると、故障の原因になるばかりでなく、まれにゲームの進行

に支障をきたすおそれがありますので注意してください。

汚れがひどいときにはめがね拭きのような柔らかい布で拭き取ってください。シンナー、ベンジンな

どの揮発油、アルコールでは拭かないでください。表面を傷める原因となります。

分解や改造は絶対にしないでください。また、絶対に自分で修理しないでください。故障の原因と

なります。

使用および保管場所に関して、次のことに注意してください。故障の原因となります。

・湿気やホコリ、油煙の多い場所で使用、保管しないでください。

・直射日光の当たる場所やストーブやヒーターなどの熱源のそばで使用、保管しないでください。

健康のため、ゲームなどをお楽しみになるときは、部屋を明るくしテレビ画面からできるだけ離れて

使用してください。特に小さなお子様が遊ばれるときは、保護者の方の目の届くところで遊ばせる

ようにしてください。

疲れた状態での使用、連続して長時間にわたる使用は、健康上好ましくありませんので避けてください。

また、身体が平常の場合でも、適度に休憩をとってください。めやすとして1時間ごとに10～15分の

小休止をおすすめします。特に、高齢の方や、運動習慣のない方、心臓病・高血圧症などの循環器に

既往症のある方は、十分休憩をとってください。もし、めまいや吐き気など、身体に異常を感じた場合

には、直ちに使用を中止し、医師の診察を受けてください。また、お子様が使用される場合は、保護者

の方が十分に注意を払ってください。

ごくまれに、強い光の刺激や、点滅を受けたり、テレビの画面などを見たりしているときに、一時的に

筋肉のけいれんや意識の喪失などを経験する人がいます。こうした症状を経験した人は、使用する

前に必ず医師と相談してください。また、使用中にこのような症状が起きた場合には、直ちに使用を

中止し、医師の診察を受けてください。
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使用上のおねがい

各部の名称

裏側

クラシックコントローラプラグ
ロック解除つまみ

Lボタン

ZLボタン

十字ボタン

Lスティック

HOMEボタン
＋/STARTボタン

コネクタフック

Rスティック

xボタン

aボタン

bボタン

yボタン

クラシックコントローラのニュートラルポジションと再設定機能

Lスティック、Rスティックは、スティックの傾斜角度と方向を読み取ることにより、微妙な操作が

できるアナログ方式のスティックです。またLボタン、Rボタンは、押す力を変えることにより、微

妙な操作ができるアナログ方式のボタンです。次の操作を行うとき、Lスティック、Rスティック、

Lボタン、Rボタンに触らないでください。各スティックを傾けたまま操作を行ったり、各ボタン

が押されたまま操作を行うと、ニュートラルポジション※の位置がずれ、各スティックやボタン

が正常に操作できなくなります。

・本体の電源をONにするとき。

・Wiiリモコンに接続するとき。

・Wiiメニューからゲームや各チャンネルを起動するとき。

・ゲームや各チャンネルからWiiメニューに戻るとき。

正しいニュートラルポジションの位置に再設定する場合

は、次の操作を行ってください。

LスティックやRスティックが傾いていない状態の位置、LボタンやRボタンが押されていない状態の位

置を「ニュートラルポジション」と呼びます。本体の電源をONにするときやWiiリモコンに接続すると

きなどに各スティックが傾いていたり、各ボタンが押されているとその状態が「ニュートラルポジショ

ン」に設定され、各スティックやボタンが正常に操作できなくなります。

クラシックコントローラのLスティック、Rスティック、Lボタン、Rボタンを指から離し、接続し

たWiiリモコンの 　・　・　・　を同時に約3秒間押し続けてください。

【ニュートラルポジション】
※イラストはLスティック

※ニュートラルポジションとは…

－/SELECTボタン

Rボタン

ZRボタン
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